


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































上之郷 7 5 5
上中之郷 9 6 6
下中之郷 12 6 5
八日市場 24 20 20
曽祢 6 5 5
大世古・檪木 20 15 15
一志・久保 24 21 21
宮後・西河原 22 20 20
田中・中世古 13 12 11
下馬所・前野 14 13 13
岩渕 26 23 24
合計 177 146 145
百
四
拾
五
人
」
と
記
載
が
あ
る
こ
と
に
拠
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
実
際
に
数
え
て
み
る
と
一
四
六
の
名
前
が
書
か
れ
て
い
る
。
以
上
か
ら
、
写
本
ご
と
に
一
定
の
相
違
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
特
に
御
師
数
に
関
し
て
は
、
先
行
す
る
成
果
に
お
い
て
一
四
五
と
一
七
七
と
い
う
二
つ
の
数
字
が
出
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
は
依
拠
し
た
写
本
の
異
同
に
起
因
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
二
記
載
内
容
の
検
討
こ
こ
で
は
、
師
職
帳
の
記
載
内
容
に
つ
い
て
詳
し
く
み
て
ゆ
き
た
い
。
前
章
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
益
写
本
・
福
村
写
本
・
菅
裁
写
本
で
は
そ
れ
ぞ
れ
記
載
さ
れ
て
い
る
御
師
に
相
違
が
あ
り
、
さ
ら
に
、
そ
の
並
び
順
も
異
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
表
に
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
【
表
３
】。
記
載
数
の
多
い
益
写
本
を
基
準
と
し
て
各
系
統
本
の
異
同
を
示
し
、
御
師
名
の
上
部
に
も
と
も
と
の
並
び
順
を
付
し
た
。
｢文
禄
三
年
師
職
帳
」
に
つ
い
て
（
谷
戸
）
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【
表
３
】
記
載
さ
れ
て
い
る
御
師
の
異
同
―40―
益
写
本
福
村
写
本
菅
裁
写
本
上
之
郷
①
北
弥
九
郎
①
北
弥
九
郎
①
北
弥
九
郎
②
北
弥
吉
③
北
弥
七
郎
④
白
米
屋
彦
（
マ
マ
）
左
衛
門
②
白
米
彦
左
衛
門
②
白
米
彦
左
衛
門
⑤
白
米
屋
弥
（
マ
マ
）
左
衛
門
③
同
弥
左
衛
門
③
白
米
弥
左
衛
門
⑥
白
米
屋
彦
（
マ
マ
）
八
④
白
米
彦
八
④
白
米
彦
八
⑦
白
米
屋
彦
（
マ
マ
）
次
郎
⑤
同
彦
次
郎
⑤
白
米
彦
次
郎
上
中
之
郷
①
橋
村
善
左
衛
門
②
榎
倉
新
太
郎
③
榎
倉
仁
八
④
松
村
善
次
郎
④
松
村
善
次
郎
④
松
村
善
治
郎
⑤
中
山
甚
一
郎
①
中
山
甚
一
郎
①
中
山
甚
七
郎
（
マ
マ
）
⑥
清
水
文
左
（
マ
マ
）
衛
門
③
清
水
又
左
衛
門
③
清
水
又
左
衛
門
⑦
大
主
新
右
衛
門
②
大
主
新
左
衛
門
②
大
主
新
右
衛
門
⑧
橋
村
又
五
郎
⑤
橋
村
又
五
郎
⑤
橋
村
又
五
郎
⑨
三
村
清
左
衛
門
⑥
三
村
清
左
衛
門
⑥
三
村
清
左
衛
門
下
中
之
郷
①
吉
久
左
衛
門
①
吉
久
左
衛
門
①
吉
久
左
衛
門
②
堤
半
兵
衛
尉
③
堤
伊
之
助
④
松
尾
六
兵
衛
尉
⑤
林
治
郎
吉
郎
⑥
林
与
三
太
⑦
綿
屋
彦
兵
衛
尉
②
綿
屋
彦
兵
衛
尉
②
綿
屋
（
マ
マ
）
彦
兵
衛（マ
マ
）
⑧
孫
兵
衛
尉
③
孫
兵
衛
尉
③
綿
屋
（
マ
マ
）
孫
兵
衛（マ
マ
）
⑨
長
熊
屋
⑩
綿
屋
平
兵
衛
尉
④
綿
屋
平
六
兵
（
マ
マ
）
衛
尉
⑪
三
村
宗
左
衛
門
⑤
三
村
宗
左
衛
門
④
三
村
宗
左
衛
門
⑫
徳
屋
清
左
衛
門
⑥
徳
屋
清
左
衛
門
⑤
徳
屋
清
左
衛
門
八
日
市
場
①
幸
福
平
八
郎
①
幸
福
平
八
郎
①
幸
福
平
八
郎
②
為
田
重
左
衛
門
②
為
田
重
左
衛
門
②
為
田
重
左
衛
門
③
辻
次
郎
右
衛
門
③
辻
次
郎
右
衛
門
③
辻
次
郎
右
衛
門
④
鎰
屋
藤
兵
衛
尉
④
鎰
屋
藤
兵
衛
尉
④
鎰
屋
藤
兵
衛（マ
マ
）
⑤
吉
沢
十
郎
右
衛
門
⑤
吉
沢
十
郎
右
衛
門
⑤
吉
沢
十
郎
右
衛
門
⑥
慶
徳
弥
四
郎
⑥
慶
徳
弥
四
郎
⑥
慶
徳
弥
四
郎
⑦
慶
徳
藤
右
衛
門
⑦
慶
徳
藤
右
衛
門
⑨
慶
徳
藤
右
衛
門
⑧
三
日
市
与
三
大
夫
⑧
三
日
市
与
三
大
夫
⑧
三
日
市
与
三
大
夫
⑨
福
嶋
茂
三
郎
⑨
福
嶋
茂
三
郎
⑦
福
嶋
茂
三
郎
⑩
福
嶋
三
四
郎
⑪
大
主
源
左
衛
門
⑩
大
主
源
左
衛
門
⑩
大
主
源
左
衛
門
｢文
禄
三
年
師
職
帳
」
に
つ
い
て
（
谷
戸
）
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⑫
慶
徳
平
右
衛
（
マ
マ
）
門
⑪
慶
徳
平
左
衛
門
⑪
慶
徳
平
左
衛
門
⑬
慶
徳
弥
左
衛
門
⑫
慶
徳
弥
左
衛
門
⑫
慶
徳
弥
左
衛
門
⑭
坂
喜
左
衛
門
⑮
坂
市
郎
右
衛
門
⑯
福
島
善
右
衛
門
⑰
為
田
兵
大
夫
⑬
為
田
兵
大
夫
⑬
為
田
兵
大
夫
⑱
為
田
儀
右
衛
門
尉
⑭
為
田
儀
右
衛
門
尉
⑭
為
田
儀
右
衛
門（マ
マ
）
⑲
幸
福
小
麦
（
マ
マ
）
右
衛
門
⑮
幸
福
麦
右
衛
門
⑮
幸
福
麦
右
衛
門
⑳
原
市
蔵
⑯
原
市
蔵
⑯
原
市
蔵
㉑
辻
常
縁
⑰
辻
常
縁
⑰
辻
常
縁
㉒
為
田
孫
八
⑱
為
田
孫
八
⑱
為
田
孫
八
㉓
五
富
利
与
三
郎
⑲
五
富
利
与
三
郎
⑲
五
布
利
（
マ
マ
）
与
三
郎
㉔
山
村
丸
右
衛
門
⑳
山
村
丸
右
衛
門
⑳
山
村
丸
右
衛
門
曽
祢
①
谷
助
右
衛
門
①
谷
助
左
衛
（
マ
マ
）
門
①
谷
助
右
衛
門
②
谷
一
郎
大
夫
②
谷
一
郎
大
夫
②
谷
市
郎
（
マ
マ
）
大
夫
③
馬
瀬
平
左
衛
門
③
馬
瀬
平
左
衛
門
③
馬
瀬
平
左
衛
門
④
馬
瀬
孫
十
（
マ
マ
）
郎
④
馬
瀬
弥
十
郎
④
馬
瀬
弥
十
郎
⑤
春
木
三
郎
五
郎
⑥
堤
三
郎
大
夫
⑤
堤
三
郎
大
夫
⑤
堤
三
郎
大
夫
大
世
古
・
檪
木
①
松
田
与
吉
①
松
田
与
吉
①
松
田
与
吉
②
谷
一
郎
兵
衛
尉
②
谷
一
郎
兵
衛
尉
②
谷
市
郎
（
マ
マ
）
兵
衛（マ
マ
）
③
西
村
九
平
二
（
マ
マ
）
③
西
村
九
平
次
（
マ
マ
）
③
西
村
九
郎
治
（
マ
マ
）
④
松
田
治
郎
右
衛
門
④
松
田
次
郎
（
マ
マ
）
右
衛
門
④
松
田
治
左
衛
（
マ
マ
）
門
⑤
松
田
治
右
衛
門
⑤
松
田
治
右
衛
門
⑤
松
田
治
右
衛
門
⑥
森
伝
吉
⑥
森
伝
吉
⑥
森
伝
吉
⑦
龍
伝
九
郎
⑦
龍
伝
九
郎
⑦
龍
伝
九
郎
⑧
松
田
与
八
郎
⑧
松
田
与
八
郎
⑧
松
田
与
八
郎
⑨
酒
屋
弥
太
郎
⑨
酒
屋
弥
太
郎
⑫
酒
屋
弥
太
郎
⑩
酒
屋
弥
四
郎
⑩
酒
屋
弥
四
郎
⑬
酒
屋
弥
四
郎
⑪
松
田
十
郎
兵
衛
⑪
村
田
（
マ
マ
）
十
郎
兵
衛
尉
（
マ
マ
）
⑨
松
田
十
郎
兵
衛
⑫
高
向
源
治
郎
⑬
二
見
長
右
衛
門
⑭
服
部
宮
内
⑮
龍
新
兵
衛
尉
⑫
龍
新
兵
衛
尉
⑩
龍
新
兵
衛（マ
マ
）
⑯
二
本
杉
左
兵
衛
尉
⑰
松
田
善
四
郎
⑱
奥
山
弥
太
郎
⑲
松
木
（
マ
マ
）
作
大
夫
⑭
杉
木
作
大
夫
⑭
杉
木
作
大
夫
⑳
河
村
孫
大
夫
⑮
河
村
孫
大
夫
⑮
河
村
孫
大
夫
⑬
松
田
弥
左
衛
門
⑪
松
田
宗
左
（
マ
マ
）
衛
門
一
志
・
久
保
①
福
井
七
郎
兵
衛
尉
②
同
七
兵
衛
尉
―42―
一
志
・
久
保
③
同
兵
八
郎
②
福
田
兵
八
郎
②
福
田
兵
八
郎
④
福
田
宗
右
衛
門
③
福
田
宗
右
衛
門
③
福
田
宗
右
衛
門
⑤
福
田
七
兵
衛
尉
①
福
田
七
兵
衛
尉
①
福
田
七
兵
衛（マ
マ
）
⑥
同
久
吉
郎
⑦
孫
福
大
夫
④
孫
福
大
夫
④
孫
福
大
夫
⑧
松
木
（
マ
マ
）
長
簡
⑤
杉
木
長
簡
⑤
杉
木
長
簡
⑨
杉
木
味
右
衛
門
⑦
杉
木
味
右
衛
門
⑦
杉
木
味
右
衛
門
⑩
丸
井
甚
左
衛
門
⑧
丸
井
甚
左
衛
門
⑧
丸
井
甚
左
衛
門
⑪
祝
部
源
左
衛
門
⑨
祝
部
源
左
衛
門
⑨
祝
部
源
左
衛
門
⑫
正
住
平
右
衛
門
⑩
正
住
平
右
衛
門
⑩
正
住
平
右
衛
門
⑬
正
住
善
五
郎
⑪
正
住
善
五
郎
⑪
正
住
善
五
郎
⑭
久
保
大
夫
四
郎
⑫
久
保
大
夫
四
郎
⑫
久
保
大
夫
四
郎
⑮
藤
井
孫
七
郎
⑬
藤
井
孫
七
郎
⑬
藤
井
孫
七
郎
⑯
藤
井
孫
八
郎
⑭
藤
井
孫
八
郎
⑭
藤
井
孫
八
郎
⑰
二
本
杉
治
兵
衛
尉
⑮
二
本
杉
治
兵
衛
尉
⑮
二
本
杉
治
兵
衛（マ
マ
）
⑱
二
見
孫
兵
衛
尉
⑯
二
見
孫
兵
衛
尉
⑯
二
見
孫
兵
衛（マ
マ
）
⑲
赤
塚
七
郎
⑳
上
田
三
七
⑰
上
田
三
七
⑰
上
田
三
七
㉑
杉
村
善
吉
大
夫
⑱
杉
村
善
吉
大
夫
⑱
杉
村
善
吉
大
夫
㉒
杉
村
善
太
郎
⑲
杉
村
善
太
郎
⑲
杉
村
善
太
郎
㉓
祝
部
宮
福
⑳
祝
部
宮
福
⑳
祝
部
宮
福
㉔
四
頭
大
夫
㉑
四
頭
大
夫
㉑
四
頭
大
夫
⑥
杉
木
宗
大
夫
⑥
杉
木
宗
大
夫
宮
後
・
西
河
原
①
足
代
喜
三
左
衛
門
①
足
代
喜
三
左
衛
門
①
足
代
喜
三
左
衛
門
②
幸
田
孫
兵
衛
尉
②
幸
田
孫
兵
衛
尉
②
幸
田
孫
兵
衛
尉
③
蔵
田
弥
兵
衛
尉
③
蔵
田
孫
兵
（
マ
マ
）
衛
尉
③
蔵
田
弥
兵
衛
尉
④
三
頭
源
兵
衛
尉
④
三
頭
源
兵
衛
尉
④
三
頭
源
兵
衛（マ
マ
）
⑤
堤
源
助
⑥
幸
田
半
右
衛
門
⑤
幸
田
半
右
衛
門
⑤
幸
田
半
右
衛
門
⑦
足
代
佐
右
（
マ
マ
）
衛
門
尉
⑥
足
代
左
衛
門
尉
⑥
足
代
左
衛
門（マ
マ
）
⑧
足
代
勝
大
夫
⑦
足
代
勝
大
夫
⑦
足
代
勝
大
夫
⑨
三
頭
文
左
衛
門
⑧
三
頭
文
左
衛
門
⑧
三
頭
文
左
衛
門
⑩
幸
田
孫
八
⑨
幸
田
孫
八
⑨
幸
田
孫
八
⑪
祝
部
治
大
夫
⑩
祝
部
治
大
夫
⑩
祝
部
治
大
夫
⑫
亀
田
四
郎
兵
衛
尉
⑪
亀
田
四
郎
兵
衛
尉
⑪
亀
田
四
郎
兵
衛
尉
⑬
松
田
三
郎
四
郎
⑫
松
田
三
郎
四
郎
⑫
松
田
三
郎
四
郎
⑭
椿
曽
宗
左
衛
門
⑮
慶
徳
主
馬
允
⑬
慶
徳
主
馬
允
⑬
慶
徳
主
馬
允
⑯
藤
田
喜
左
衛
門
⑭
藤
田
喜
左
衛
門
⑭
藤
田
喜
左
衛
門
⑰
追
沼
甚
七
郎
⑮
追
沼
甚
七
郎
⑮
追
沼
甚
七
郎
⑱
小
禰
宜
彦
四
郎
（
マ
マ
）
⑯
小
禰
宜
彦
次
郎
⑯
小
禰
宜
彦
次
郎
⑲
山
下
彦
兵
衛
⑰
山
下
彦
兵
衛
尉
（
マ
マ
）
⑰
山
下
彦
兵
衛
｢文
禄
三
年
師
職
帳
」
に
つ
い
て
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⑳
瓶
子
館
⑱
瓶
子
館
⑱
瓶
子
館
㉑
慶
徳
太
郎
左
衛
門
⑲
慶
徳
太
郎
左
衛
門
⑲
慶
徳
太
郎
左
衛
門
㉒
中
津
彦
太
郎
⑳
中
津
彦
太
郎
⑳
中
津
彦
太
郎
田
中
・
中
世
古
①
高
向
源
六
郎
①
高
向
源
六
郎
①
高
向
源
六
郎
②
同
松
兵
衛
尉
②
高
向
松
兵
衛
尉
②
高
向
松
兵
衛
（
マ
マ
）
③
同
与
三
大
夫
③
同
与
三
大
夫
③
高
向
与
三
大
夫
④
同
源
五
郎
④
同
源
五
郎
④
高
向
源
五
郎
⑤
川
井
孫
九
郎
⑥
田
中
助
六
⑤
田
中
助
六
⑤
田
中
助
六
⑦
熊
鶴
甚
三
郎
⑥
熊
鶴
甚
三
郎
⑥
熊
鶴
甚
三
郎
⑧
五
文
字
屋
（
マ
マ
）
六
右
衛
門
⑦
五
文
子
屋
六
右
衛
門
⑦
五
文
子
屋
六
右
衛
門
⑨
秤
屋
善
大
夫
⑧
秤
屋
善
大
夫
⑧
秤
屋
善
大
夫
⑩
五
文
字
屋
（
マ
マ
）
⑨
五
文
子
屋
善
兵
衛
尉
（
マ
マ
）
⑨
五
文
子
屋
善
兵
衛
⑪
善
兵
衛
尉
⑩
善
兵
衛
尉
⑫
笠
木
助
三
郎
⑪
笠
木
助
三
郎
⑩
笠
木
助
三
郎
⑬
綿
屋
館
⑫
綿
屋
館
⑪
綿
屋
館
清
兵
衛
（
マ
マ
）
下
馬
所
・
前
野
①
山
田
大
路
お
弁
①
山
田
大
路
お
弁
①
山
田
大
路
お
弁
②
同
三
大
夫
②
同
三
大
夫
②
山
田
大
路
三
大
夫
③
同
善
七
郎
③
同
善
七
郎
③
山
田
大
路
善
七
郎
④
五
文
字
屋
（
マ
マ
）
四
郎
④
五
文
子
屋
四
郎
右
衛
門
（
マ
マ
）
④
五
文
子
屋
四
衛
門
（
マ
マ
）
⑤
豊
田
佐
之
（
マ
マ
）
助
⑤
豊
田
左
之
助
⑤
豊
田
左
之
助
⑥
前
田
源
三
郎
（
マ
マ
）
⑨
前
田
源
二
郎
（
マ
マ
）
⑨
前
田
弥
次
（
マ
マ
）
郎
⑦
角
屋
善
九
郎
⑥
角
屋
善
九
郎
⑥
角
屋
善
九
郎
⑧
す
屋
善
四
郎
⑦
す
屋
善
四
郎
⑦
す
や
善
四
郎
⑨
河
北
助
大
夫
⑩
河
北
助
大
夫
⑩
河
北
助
大
夫
⑩
前
野
喜
大
夫
⑪
木
沢
彦
右
衛
門
⑧
木
沢
彦
右
衛
門
⑧
木
沢
彦
右
衛
門
⑫
福
田
太
郎
⑪
福
田
太
郎
⑪
福
田
太
郎
⑬
橋
本
七
右
衛
門
⑫
橋
本
七
右
衛
門
⑫
橋
本
七
右
衛
門
⑭
河
口
喜
（
マ
マ
）
兵
衛
尉
⑬
河
江
賀
兵
衛
尉
⑬
河
江
賀
兵
衛
尉
岩
渕
①
中
西
伊
右
衛
（
マ
マ
）
門
①
中
西
伊
左
衛
門
①
中
西
伊
左
衛
門
②
中
西
平
右
衛
門
②
中
西
平
右
衛
門
②
中
西
平
右
衛
門
③
同
理
治
右
（
マ
マ
）
衛
門
③
中
西
理
次
右
衛
門
③
中
西
利
次
（
マ
マ
）
右
衛
門
④
同
与
次
作
④
中
西
与
次
作
⑧
中
西
与
次
作
⑤
小
田
惣
兵
（
マ
マ
）
衛
尉
⑤
小
田
平
兵
衛
尉
④
小
田
平
兵
衛
尉
⑥
久
保
倉
十
吉
⑥
久
保
倉
十
吉
⑤
久
保
倉
十
吉
⑦
久
保
倉
五
兵
衛
⑧
二
頭
大
夫
⑨
三
日
市
権
兵
衛
尉
⑩
中
西
十
郎
右
衛
門
⑦
中
西
十
郎
右
衛
門
⑦
中
西
十
郎
右
衛
門
⑪
中
西
甚
治
郎
⑧
中
西
甚
四
郎
（
マ
マ
）
⑥
中
西
甚
次
郎
（
マ
マ
）
⑫
同
理
八
郎
⑨
中
西
理
八
郎
⑨
中
西
利
八
（
マ
マ
）
郎
Ⅰ
記
載
の
不
足
異
同
を
み
て
ゆ
く
前
に
第
一
に
注
意
し
た
い
の
は
、
こ
の
師
職
帳
が
御
師
の
居
住
地
す
べ
て
を
載
せ
て
い
る
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
承
応
二
年
（
一
六
五
三
）
八
月
に
実
施
さ
れ
た
師
職
改
で
は
、
上
之
郷
、
上
中
之
郷
、
下
中
之
郷
、
八
日
市
場
、
曽
根
、
大
世
古
・
檪
木
、
一
志
久
保
、
宮
後
・
西
河
原
、
田
中
・
中
世
古
、
下
馬
所
・
前
野
、
岩
渕
・
岡
本
と
い
っ
た
町
々
が
調
査
の
対
象
に
な
っ
て
い
る
（
14
）。
こ
れ
と
比
べ
る
と
、
師
職
帳
で
は
、
岡
本
が
抜
け
落
ち
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。
こ
の
岡
本
に
は
、
山
田
三
方
の
一
員
で
あ
る
上
部
氏
を
は
じ
め
多
く
の
御
師
家
が
居
住
し
て
い
た
は
ず
で
あ
り
、
こ
こ
が
載
せ
ら
れ
て
い
な
い
の
は
明
ら
か
に
不
自
然
で
あ
る
（
15
）。
従
っ
て
、
こ
の
師
職
帳
は
御
師
の
居
住
地
す
べ
て
を
載
せ
て
い
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
合
計
し
た
御
師
数
も
全
体
を
示
す
も
の
で
は
な
い
と
指
摘
で
き
る
。
ま
た
、
御
師
数
の
問
題
に
関
し
て
付
言
す
る
な
ら
ば
、
町
ご
と
に
お
い
て
も
、
す
べ
て
の
御
師
を
載
せ
て
い
な
い
可
能
性
が
高
い
。
ま
ず
、
御
師
と
し
て
活
動
し
て
い
た
禰
宜
家
の
記
載
が
皆
無
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
例
え
ば
丸
岡
氏
と
村
山
氏
は
と
も
に
文
禄
年
間
の
段
階
で
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岩
渕
⑬
小
田
源
二
郎
⑩
小
田
源
二
郎
⑭
丹
蔵
喜
左
衛
門
⑪
丹
蔵
喜
左
衛
門
⑫
丹
蔵
喜
右
衛
（
マ
マ
）
門
⑮
丹
蔵
治
郎
兵
衛
尉
⑫
丹
蔵
四
郎
（
マ
マ
）
兵
衛
尉
⑬
丹
蔵
次
郎
（
マ
マ
）
兵
衛
尉
⑯
福
市
彦
五
郎
⑬
福
市
彦
五
郎
⑭
福
市
彦
五
郎
⑰
岩
田
彦
作
⑭
岩
田
彦
作
⑮
岩
田
彦
作
⑱
橋
本
善
二
郎
（
マ
マ
）
⑮
橋
本
善
次
郎
⑯
橋
本
善
次
郎
⑲
中
西
太
郎
兵
衛
⑯
中
西
太
郎
兵
衛
⑰
中
西
太
郎
兵
衛
尉
（
マ
マ
）
⑳
世
儀
太
郎
左
衛
門
⑰
世
義
太
（
マ
マ
）
郎
左
衛
門
⑱
世
木
太
（
マ
マ
）
郎
左
衛
門
㉑
丹
蔵
与
二
右
（
マ
マ
）
衛
門
⑱
丹
蔵
与
次
右
衛
門
⑲
丹
蔵
与
次
右
衛
門
㉒
徳
田
九
左
衛
門
⑲
徳
田
九
左
衛
門
⑳
徳
田
九
右
衛
（
マ
マ
）
門
㉓
蔵
儀
右
（
マ
マ
）
衛
門
⑳
蔵
宜
右
衛
門
㉑
蔵
宜
右
衛
門
㉔
谷
帯
刀
㉑
谷
帯
刀
㉒
谷
帯
刀
㉕
橋
本
五
左
衛
門
㉒
橋
本
五
左
衛
門
㉓
橋
本
五
左
衛
門
㉖
中
西
才
蔵
㉓
中
西
才
蔵
㉔
中
西
才
蔵
⑩
中
西
勘
次
郎
⑪
中
西
孫
次
郎
活
動
が
確
認
で
き
る
御
師
家
で
あ
る
が
（
16
）、
い
ず
れ
の
系
統
本
に
お
い
て
も
載
せ
ら
れ
て
い
な
い
。
右
の
こ
と
か
ら
、
近
世
に
作
成
さ
れ
た
他
の
師
職
銘
帳
と
同
じ
よ
う
に
居
住
す
る
御
師
す
べ
て
を
載
せ
る
も
の
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
は
誤
り
で
あ
る
と
い
え
る
。
Ⅱ
系
統
本
ご
と
の
異
同
次
に
、
載
せ
ら
れ
て
い
る
御
師
の
異
同
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
ま
ず
気
が
つ
く
の
は
、
前
章
で
見
た
よ
う
に
、
益
写
本
と
福
村
写
本
・
菅
裁
写
本
と
の
間
に
三
十
名
ほ
ど
の
御
師
数
の
相
違
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
で
並
び
順
が
異
な
る
こ
と
か
ら
、
転
写
の
過
程
で
起
き
た
欠
落
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
追
加
ま
た
は
除
外
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
捉
え
た
方
が
整
合
的
で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
転
写
の
過
程
で
施
さ
れ
た
改
変
の
可
能
性
も
あ
る
が
、
後
述
す
る
異
同
か
ら
は
、
そ
れ
を
後
世
に
お
い
て
敢
え
て
行
う
理
由
も
見
出
せ
な
い
。
や
は
り
、
成
立
の
段
階
か
ら
異
な
っ
て
い
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
こ
で
手
が
か
り
と
な
る
の
は
、
橋
村
善
左
衛
門
（
上
中
之
郷
①
）・
榎
倉
新
太
郎
（
上
中
之
郷
②
）・
長
熊
屋
（
下
中
之
郷
⑨
）・
坂
喜
左
衛
門
（
八
日
市
場
⑭
）・
春
木
三
郎
五
郎
（
曽
祢
⑤
）・
堤
源
助
（
宮
後
・
西
河
原
⑤
）・
川
井
孫
九
郎
（
田
中
・
中
世
古
⑤
）
と
い
っ
た
御
師
た
ち
の
存
在
で
あ
る
。
彼
ら
の
う
ち
、
榎
倉
氏
・
長
熊
屋
（
堤
氏
）・
坂
氏
・
堤
氏
は
内
宮
権
禰
宜
（
17
）、
春
木
氏
は
外
宮
権
禰
宜
と
外
宮
玉
串
内
人
（
18
）、
橋
村
氏
・
川
井
氏
（
河
井
氏
）
は
外
宮
権
禰
宜
（
19
）、
を
そ
れ
ぞ
れ
世
襲
す
る
家
々
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
、
い
ず
れ
も
伊
勢
神
宮
の
役
職
を
務
め
て
い
る
と
い
う
点
で
共
通
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
益
写
本
の
み
に
記
載
さ
れ
て
い
る
御
師
た
ち
は
、
い
ず
れ
も
権
禰
宜
な
ど
の
何
ら
か
の
役
職
を
持
つ
者
た
ち
で
あ
る
と
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
し
て
、
成
立
の
前
後
関
係
に
関
し
て
、
こ
れ
を
も
と
に
勘
案
す
る
な
ら
ば
、
も
と
も
と
禰
宜
が
除
外
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
権
禰
宜
以
下
の
役
職
を
務
め
る
御
師
た
ち
の
み
を
後
か
ら
追
加
す
る
と
は
考
え
難
く
、
従
っ
て
、
益
写
本
が
先
行
し
て
成
立
し
て
い
た
も
｢文
禄
三
年
師
職
帳
」
に
つ
い
て
（
谷
戸
）
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の
と
想
定
さ
れ
る
。
一
方
、
益
写
本
に
記
載
の
な
い
御
師
に
関
し
て
は
、
ａ
、
福
村
写
本
「
松
田
弥
左
衛
門
」（
大
世
古
・
檪
木
⑬
）・
菅
裁
写
本
「
松
田
宗
左
衛
門
」（
大
世
古
・
檪
木
⑪
）
ｂ
、
福
村
写
本
・
菅
裁
写
本
「
杉
木
宗
大
夫
」（
一
志
・
久
保
⑥
）
ｃ
、
菅
裁
写
本
「
中
西
勘
次
郎
」（
岩
渕
⑩
）
ｄ
、
菅
裁
写
本
「
中
西
孫
次
郎
」（
岩
渕
⑪
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
特
に
共
通
す
る
点
も
存
在
せ
ず
、
福
村
写
本
・
菅
裁
写
本
が
作
成
さ
れ
た
際
に
追
加
さ
れ
た
者
た
ち
で
あ
る
と
理
解
し
て
お
き
た
い
。
で
は
、
福
村
写
本
と
菅
裁
写
本
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
異
な
る
点
と
し
て
は
、
ⅰ
、
福
村
写
本
に
載
せ
る
綿
屋
平
六
兵
衛
尉
（
下
中
之
郷
④
）
が
菅
裁
写
本
に
は
な
い
。
ⅱ
、
福
村
写
本
の
善
兵
衛
尉
（
田
中
・
中
世
古
⑩
）
が
菅
裁
写
本
に
は
な
い
。
ⅲ
、
福
村
写
本
の
小
田
源
二
郎
（
岩
渕
⑩
）
は
菅
裁
写
本
に
は
な
い
。
ⅳ
、
菅
裁
写
本
の
中
西
勘
次
郎
（
岩
渕
⑩
）・
中
西
孫
次
郎
（
岩
渕
⑪
）
は
福
村
写
本
に
は
な
い
。
ⅴ
、
八
日
市
場
、
大
世
古
・
檪
木
、
岩
渕
の
並
び
順
が
異
な
る
。
が
挙
げ
ら
れ
る
。
右
の
よ
う
な
異
同
に
関
し
て
う
ま
く
説
明
す
る
糸
口
は
見
当
た
ら
ず
、
両
系
統
本
の
関
係
は
不
明
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
後
考
を
俟
つ
こ
と
に
し
た
い
。
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Ⅲ
史
料
と
し
て
の
性
格
こ
の
師
職
帳
に
つ
い
て
は
、
既
に
千
枝
氏
が
「
文
禄
三
年
の
台
帳
は
、
私
見
で
は
同
年
の
太
閤
検
地
免
除
に
伴
う
土
地
所
有
者
把
握
台
帳
の
性
格
が
濃
厚
（
20
）」
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
作
成
年
に
注
目
し
、
こ
の
年
に
実
施
さ
れ
た
太
閤
検
地
と
の
関
わ
り
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
見
解
で
説
得
力
を
持
つ
。
し
か
し
、
内
題
に
「
太
神
宮
御
師
人
数
之
帳
」
と
あ
る
こ
と
や
、
Ⅱ
で
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
伊
勢
神
宮
の
役
職
を
持
つ
者
た
ち
が
意
図
的
に
除
外
さ
れ
た
形
跡
が
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
作
成
の
契
機
自
体
は
正
鵠
を
射
て
い
る
も
の
の
、「
土
地
所
有
者
把
握
台
帳
」
と
す
る
の
は
無
理
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
で
は
、
ど
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
残
念
な
が
ら
、
そ
の
性
格
を
明
示
す
る
同
時
代
の
史
料
は
管
見
の
限
り
確
認
で
き
な
い
。
た
だ
、
菅
裁
本
を
収
録
す
る
「
神
境
雑
例
」
に
載
せ
ら
れ
た
中
西
常
響
の
手
に
よ
る
付
記
に
、
此
師
職
帳
ハ
菅
裁
ノ
家
ニ
伝
ヘ
シ
ヲ
写
タ
ル
也
、
文
禄
三
年
ハ
御
検
地
ノ
コ
ト
ナ
ト
モ
ア
リ
テ
諸
事
御
改
ニ
ヨ
リ
御
公
儀
江
書
上
シ
控
ト
見
エ
タ
リ
、
此
内
ニ
権
任
家
ハ
多
ク
漏
セ
リ
、
神
宮
ヨ
リ
書
上
ケ
ル
カ
、
今
考
ル
ニ
何
事
ニ
ヨ
ラ
ス
一
方
ハ
名
前
出
シ
ハ
重
複
ス
ル
ユ
ヘ
除
キ
シ
ト
見
エ
タ
リ
、
又
、
乱
世
後
ノ
コ
ト
ナ
レ
ハ
暫
姓
名
ヲ
遠
慮
セ
ル
家
モ
ア
ル
ヘ
シ
、
二
百
十
余
年
後
ノ
今
知
ル
ヘ
カ
ラ
ス
、
適
々
此
一
帖
ノ
残
レ
ル
ニ
テ
古
師
職
ノ
家
ヲ
知
レ
リ
、
幸
ナ
ル
哉
、
と
あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
（
21
）。
こ
こ
で
常
響
は
、
ア
、
師
職
帳
は
、
豊
臣
政
権
に
提
出
す
る
目
的
で
作
成
さ
れ
た
御
師
の
台
帳
の
控
と
考
え
ら
れ
る
。
イ
、
権
任
家
の
記
載
が
な
い
が
、
こ
れ
は
伊
勢
神
宮
か
ら
提
出
し
た
神
職
の
台
帳
に
権
禰
宜
と
し
て
載
せ
ら
れ
た
た
め
、
そ
の
重
複
を
避
け
た
か
ら
で
あ
る
。
ウ
、
記
載
を
憚
っ
た
御
師
家
も
存
在
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
と
指
摘
し
て
い
る
。
右
は
菅
裁
写
本
の
み
か
ら
導
か
れ
た
見
解
で
あ
る
も
の
の
、
福
村
写
本
や
益
写
本
で
確
認
さ
れ
た
諸
点
に
も
合
致
し
｢文
禄
三
年
師
職
帳
」
に
つ
い
て
（
谷
戸
）
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て
お
り
、
整
合
的
な
説
明
で
あ
る
と
い
え
る
。
こ
れ
に
依
拠
し
て
理
解
す
る
な
ら
ば
、
禰
宜
家
の
記
載
が
な
か
っ
た
の
は
神
職
と
し
て
別
の
台
帳
に
載
せ
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
、
さ
ら
に
、
益
写
本
と
福
村
写
本
・
菅
裁
写
本
と
の
間
に
確
認
さ
れ
た
相
違
は
、
重
複
を
避
け
る
た
め
に
除
外
が
な
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
以
上
の
Ⅰ
〜
Ⅲ
か
ら
、
こ
の
師
職
帳
が
文
禄
三
年
段
階
で
存
在
し
て
い
た
す
べ
て
の
御
師
を
記
載
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
系
統
本
の
成
立
に
つ
い
て
は
、
益
写
本
が
先
行
し
て
ま
と
め
ら
れ
、
そ
の
後
、
伊
勢
神
宮
が
作
成
し
た
台
帳
と
の
重
複
を
避
け
る
た
め
、
新
た
に
福
村
写
本
・
菅
裁
写
本
が
作
ら
れ
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
指
摘
し
た
。
お
わ
り
に
師
職
帳
に
つ
い
て
考
察
を
進
め
て
き
た
。
従
来
の
研
究
で
は
、
こ
こ
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
御
師
数
を
当
該
期
の
実
態
を
示
す
も
の
と
し
て
無
批
判
に
使
用
し
て
き
た
。
し
か
し
、
現
存
す
る
写
本
を
確
認
す
る
と
、
三
種
類
の
系
統
本
が
存
在
し
、
そ
れ
ぞ
れ
で
記
載
に
相
違
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
内
容
へ
の
検
討
の
結
果
、
そ
も
そ
も
こ
の
師
職
帳
は
、
一
部
の
欠
落
が
存
在
し
て
お
り
、
さ
ら
に
、
御
師
と
し
て
活
動
し
て
い
る
者
す
べ
て
を
記
載
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
浮
き
彫
り
と
な
っ
た
。
従
っ
て
、
御
師
数
に
関
す
る
安
直
な
利
用
は
控
え
る
べ
き
で
あ
り
、
近
世
の
師
職
銘
帳
と
は
性
格
を
異
に
す
る
史
料
と
し
て
理
解
し
て
ゆ
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
当
該
期
の
御
師
数
を
改
め
て
概
算
す
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
御
師
家
の
史
料
や
近
世
前
期
の
師
職
銘
帳
な
ど
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
見
積
も
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
考
え
る
。
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注
（
１
）
師
職
銘
帳
の
ま
と
ま
っ
た
写
本
と
し
て
、「
山
田
師
職
銘
帳
」（
神
宮
文
庫
所
蔵
、
一
門
三
五
四
二
号
）
が
あ
る
。
こ
れ
は
橋
村
（
度
会
）
正
立
が
近
世
後
期
に
書
写
し
た
も
の
で
、
文
禄
三
年
十
月
か
ら
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
五
月
ま
で
の
師
職
銘
帳
（
全
三
十
六
冊
）
が
集
め
ら
れ
て
い
る
。
以
下
、
本
稿
で
使
用
す
る
史
料
は
特
に
断
ら
な
い
限
り
、
す
べ
て
神
宮
文
庫
の
所
蔵
で
あ
る
。
（
２
）
大
西
源
一
『
大
神
宮
史
要
』（
平
凡
社
、
一
九
六
〇
年
）、
三
九
九
頁
。
（
３
）
新
城
常
三
『
新
稿
社
寺
参
詣
の
社
会
経
済
史
的
研
究
』（
塙
書
房
、
一
九
八
二
年
）、
七
五
八
頁
。
（
４
）『
国
史
大
辞
典
』
宮
家
準
執
筆
「
御
師
」
項
（
国
史
大
辞
典
編
集
委
員
会
編
『
国
史
大
辞
典
』
第
二
巻
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
〇
年
）。
（
５
）
例
え
ば
、
高
橋
正
彦
「
解
題
（
伊
勢
御
師
橋
村
家
文
書
）」（
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
和
書
之
部
編
集
委
員
会
編
『
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
和
書
之
部
六
十
八
巻
古
文
書
集
』、
天
理
大
学
出
版
部
、
一
九
八
六
年
）
に
お
い
て
、「
中
世
末
に
は
外
宮
所
属
の
御
師
だ
け
で
も
一
四
五
家
に
達
し
た
」
と
し
て
い
る
（
二
六
頁
）。
（
６
）『
神
道
大
辞
典
』
の
「
師
職
」
項
（
下
中
弥
三
郎
編
『
神
道
大
辞
典
』
第
二
巻
、
平
凡
社
、
一
九
三
九
年
）。
（
７
）
久
田
松
和
則
「
西
北
九
州
に
お
け
る
伊
勢
信
仰
の
受
容
と
展
開
」（『
伊
勢
御
師
と
旦
那
―
伊
勢
信
仰
の
開
拓
者
た
ち
―
』
所
収
、
弘
文
堂
、
二
〇
〇
四
年
）、
八
四
頁
。
初
出
は
、「
九
州
地
方
に
於
け
る
伊
勢
信
仰
の
受
容
と
展
開
（
一
）
―
そ
の
実
態
・
参
宮
者
の
数
と
村
―
」（『
皇
學
館
大
学
神
道
研
究
所
紀
要
』
第
十
二
輯
、
一
九
九
六
年
）・
千
枝
大
志
「
中
世
末
・
近
世
初
期
の
伊
勢
御
師
に
関
す
る
一
考
察
―
外
宮
御
師
宮
後
三
頭
大
夫
の
越
前
国
に
お
け
る
活
動
を
中
心
に
―
」（
上
野
秀
治
編
『
近
世
の
伊
勢
神
宮
と
地
域
社
会
』、
岩
田
書
院
、
二
〇
一
五
年
）、
一
三
九
頁
。
（
８
）
前
掲
「
山
田
師
職
銘
帳
」
二
十
七
巻
。
（
９
）「
三
方
会
合
記
録
十
」
宝
暦
十
一
年
十
一
月
条
（
神
宮
司
庁
編
『
神
宮
近
世
奉
賽
拾
要
後
篇
』
所
収
、
吉
川
弘
文
館
）、
八
一
六
〜
八
一
七
頁
。
（
10
）
前
掲
「
山
田
師
職
銘
帳
」
二
十
六
巻
。
｢文
禄
三
年
師
職
帳
」
に
つ
い
て
（
谷
戸
）
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（
11
）「
文
禄
三
年
師
職
銘
帳
」（
一
門
一
六
一
一
一
号
）。
以
下
、
益
写
本
の
引
用
は
、
す
べ
て
当
本
に
拠
る
。
（
12
）「
文
禄
三
年
師
職
帳
」（
一
門
一
一
四
〇
七
号
）。
以
下
、
福
村
写
本
の
引
用
は
、
す
べ
て
当
本
に
拠
る
。
な
お
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
既
に
翻
刻
が
存
在
し
て
い
る
（「
神
宮
御
師
（
宇
治
・
山
田
）
名
鑑
」、『
瑞
垣
』
一
一
二
号
、
一
九
七
七
年
）。
（
13
）「
神
境
雑
例
」
収
録
「
文
禄
三
年
御
師
名
前
帳
」（
八
門
一
九
八
六
号
）。
以
下
、
菅
裁
写
本
の
引
用
は
、
す
べ
て
当
本
に
拠
る
。
（
14
）
前
掲
「
三
方
会
合
記
録
五
」
承
応
二
年
八
月
二
十
九
日
条
、
四
六
五
頁
。
（
15
）
延
宝
五
年
（
一
六
七
七
）
七
月
の
師
職
改
で
は
、
岡
本
に
は
上
部
氏
を
は
じ
め
二
十
名
の
御
師
が
居
住
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
（
前
掲
「
三
方
会
合
記
録
五
」
延
宝
五
年
七
月
八
日
条
、
四
八
六
頁
）。
（
16
）
山
田
恭
大
「
外
宮
御
師
丸
岡
家
の
師
職
経
営
」（『
皇
學
館
論
叢
』
四
六
巻
一
号
、
二
〇
一
三
年
）・
小
林
郁
「
戦
国
末
期
に
お
け
る
伊
勢
御
師
の
継
承
―
村
山
文
書
を
中
心
に
―
」（『
皇
學
館
論
叢
』
四
七
巻
四
号
、
二
〇
一
四
年
）。
（
17
）「
内
宮
職
掌
家
譜
」（
一
門
一
〇
九
九
九
号
）。
当
史
料
は
、
薗
田
守
良
が
著
し
た
「
内
宮
地
下
権
任
系
図
」
に
、
弘
化
二
年
十
二
月
二
日
付
で
御
巫
清
直
が
増
補
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
内
宮
権
任
家
を
中
心
に
様
々
な
家
々
の
系
図
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
（
18
）『
考
訂
度
会
系
図
』
収
録
「
春
木
隼
人
家
系
」（
神
宮
古
典
籍
影
印
叢
刊
編
集
委
員
会
編
『
神
宮
古
典
籍
影
印
叢
刊
5-1
神
宮
禰
宜
系
譜
』
所
収
、
八
木
書
店
、
四
三
〇
頁
）。
（
19
）
橋
村
氏
に
つ
い
て
は
、
前
掲
『
考
訂
度
会
系
図
』
収
録
「
橋
村
主
膳
家
系
」（
五
二
〇
〜
五
二
三
頁
）。
こ
れ
に
関
し
て
は
千
枝
大
志
氏
の
比
定
に
拠
っ
た
（「
本
研
究
の
視
座
と
課
題
」
表
Ⅰ
、『
中
近
世
伊
勢
神
宮
地
域
の
貨
幣
と
商
業
組
織
』
所
収
、
岩
田
書
院
、
二
〇
一
一
年
、
二
二
〜
二
三
頁
）。
ま
た
、
河
井
氏
に
つ
い
て
は
、
前
掲
『
考
訂
度
会
系
図
』
収
録
「
河
井
右
近
家
系
」（
五
八
七
〜
五
八
九
頁
）。
（
20
）
前
掲
注
７
、
千
枝
論
文
、
一
四
五
頁
。
（
21
）「
神
境
雑
例
」（
八
門
一
八
九
二
号
）。
当
史
料
は
、
鳥
居
前
町
に
関
す
る
様
々
な
記
録
・
文
書
の
写
し
を
収
録
し
た
史
料
集
で
あ
る
。
末
尾
に
載
せ
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る
嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
）
九
月
二
十
六
日
付
の
御
巫
清
直
の
手
に
よ
る
識
語
に
よ
る
と
、
こ
れ
は
文
化
二
年
（
一
八
〇
五
）
の
成
立
と
推
定
さ
れ
、
編
者
は
岩
渕
町
の
年
寄
家
の
出
身
で
寛
政
元
年
か
ら
同
十
二
年
に
か
け
て
公
文
内
人
を
務
め
て
い
た
中
西
常
響
で
あ
る
と
い
う
。
（
た
に
ど
ゆ
う
き
・
皇
學
館
大
学
文
学
部
非
常
勤
講
師
）
｢文
禄
三
年
師
職
帳
」
に
つ
い
て
（
谷
戸
）
―51―
